🌞 カーテンと遮熱剤の役割
■ カーテン（スクリーン）
· 遮光率を自由に選べる（15〜60%）
· 開閉できる → 日射に応じて調整可能
· ただし閉めると換気効率が落ち、湿度が上がる
　「閉時は換気効率が低下＝湿度が高くなる」
· カーテン上の鋼材が熱を持ちやすい
· 遮光率が高すぎると植物が弱る
■ 遮熱剤（赤外線カット）
· 常に一定の遮光（開閉できない）
· 赤外線を強く遮る → 植物体温が下がる 
　　赤外線をカットしているので体感温度が下がる＝植物体温度
· 鋼材の蓄熱を防ぐ
· 換気効率を落とさない（湿度が上がらない）

🌿 どう使い分ける？（結論）
▶ 夏：遮熱剤が主役、カーテンは補助
· 遮熱剤で赤外線をカット
· カーテンは“必要な時だけ”追加遮光
· 換気効率が落ちないので湿度が上がらず、蒸散が維持される
▶ 春・秋：カーテンが主役、遮熱剤は慎重に
· 日射が不安定 → カーテンで調整
· 遮熱剤は 3月上旬〜4月1日まで が推奨
3月上旬から4月1日までの塗布がおススメ：太平洋側
🏡 カーテンの具体的な使い方
① 遮光率の選び方
· 基本は 15〜30%
· 50%以上は“使いにくい”
　高遮光カーテンは植物が弱りやすい
② 開閉の基本ルール
· 閉めたら夕方まで開けない 
　一度閉めたカーテンは夕方まで開けない
· 開けるときの急激な光変化が植物にストレス
· 日中の頻繁な開閉はNG
③ 隙間を必ず開ける
· 換気効率を確保するため
　間口に対して5〜15%開ける
🔥 遮熱剤（赤外線カット）の具体的な使い方
① 塗布時期
· 3月上旬〜4月1日が最適 
　3月上旬から4月1日までの塗布がおススメ:太平洋側
· 遅れると強日射で萎れ・樹勢低下
· 早すぎると光不足になる
② 遮光率（使用量の目安）
· 10%前後
· 13%前後（標準）
· 16%前後（強め）
赤外線の遮光率はPARの約2倍になるイメージ。
③ 塗り方のコツ
· 濃いめに希釈（例：1:3） 
　濃くする。1:3がおすすめ　これは現場で判断してください。
· “塗る”ではなく “のせる” 
　塗るではなく“のせる”ようにする
· 流れ落ちると遮光率が下がる
· 常に攪拌しながら作業（剤によってはかなり溶けにくいタイプもある）
④ 2度塗布が強く推奨
· 1回目：3月末〜4月上旬:太平洋側
· 2回目：6月上旬（梅雨前）
　2度塗布が絶対的におススメ
🌤 カーテン × 遮熱剤の組み合わせ方（実践）
■ 基本パターン（例：トマト）
① 遮熱剤で赤外線カット（10〜16%）
↓
② カーテン（15〜30%）を必要時だけ閉める
↓
③ 2層カーテンなら閉度で微調整
例：
· 上層：49%
· 下層：15%
閉度を調整して 遮光率36% にする

🌱 1日の運用イメージ
■ 晴天日
· 朝：カーテン閉（低遮光）
· 日中：遮熱剤が赤外線をカット → カーテンは閉めすぎない
· 夕方：カーテン開ける
■ 曇天日
· カーテンは開けっぱなし
· 遮熱剤の遮光だけで十分
■ 強日射・高温日
· 遮熱剤（10〜16%）＋ カーテン（15〜30%）
· 換気を最大化（湿度を下げて蒸散を維持）

📌 あなたのハウス専用の運用マニュアルも作れます　簡易版
以下を教えていただければ、
あなたのハウスに最適化した「カーテン＋遮熱剤の運用計画」 を作成します。
· 作物（例：トマト・イチゴ・キュウリ）
· 作型（夏秋・越冬など）
· ハウスの軒高
· 外被材（PO・エフクリーン等）
· カーテンの種類・遮光率
必要なら、
月別スケジュール（3〜10月） にしてまとめます。

